
 

 

 

 

合併市町村基本計画の執行状況について 

 

１ 道路新設改良事業 

２ 公共下水道整備事業 

３ 生涯学習センター整備事業 

４ 農道整備事業 

５ 地域交流館整備事業 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 
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１ 道路新設改良事業 

 

（進捗状況） 

・市道10111号線については，平成２１年度に一部整備が完了しており，未完了の部分

については，県道の拡幅工事に合わせて改良工事を行う予定です。 

・市道13125号線については，整備完了に向け，引き続き，用地交渉を行っています。 

・市道 13045 号線，市道 13047 号線については，平成２３年度に整備が完了しました。 

 

＜執行状況＞ 

路 線 名 進 捗 状 況 平成２６年度 平成２７年度 
平成２８年度 
（予定） 

事

業

内

容 

市道 10111 号線 一部未完了    －    －    － 

市道 13125 号線 整備中 用地交渉 用地交渉 用地交渉 

市道 13045 号線・ 

市道 13047 号線 

整備完了 

 
 

  

市道 13127 号線 未着手 － － － 

予 算 額 
当 年 度 ０      ０      ０

累  計 ７８３百万円 ７８３百万円 ７８３百万円

 

（意 見） 

・市道１３１２５号線 

一部の用地取得等の課題もあるが，粘り強く用地交渉を行い，生活道路として

利便性の向上が図れるよう，早期整備を強く望みます。 

 

 

 

 

（参考：平成２７年度の意見） 

 ・市道１０１１１号線 

一部未完了部分については，県道の拡幅工事に併せて整備予定になっております

が，安全性を確保するため，県道整備の早期実施の働きかけを望みます。 

・市道１３１２５号線 

一部の用地取得等の課題もあり，工事が中断しておりますが，生活道路として利

便性の向上を図るため，路線位置の変更も視野に，早期の整備を望みます。 

・市道１３１２７号線 

周辺の土地利用計画の変更などにより，必要性が薄れてきております。 

今後においては，周辺の居住環境など状況の変化に応じて，全市的な道路整備計

画の中で優先的に整備されるよう望みます。 

・地域内道路網の整備にあたっては，地域の活力をさらに高めるため，維持修繕を含

め計画的に整備されることを望みます。 



2 
 

２ 公共下水道整備事業 

 

（進捗状況） 

 上河内地域内の事業認可区域面積（２４８.２ha）に対する平成２７年度末までの進

捗率は７１．０％となっており，計画的に公共下水道整備を行っています。 

 

＜執行状況＞ 

  平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度（予定） 

事業内容 

公共下水道 

汚水管渠築造工事     

公共下水道 

汚水管渠築造工事 

公共下水道 

汚水管渠築造工事 

特定環境保全公共下水道 

汚水管渠築造工事 

特定環境保全公共下水道

汚水管渠築造工事 

特定環境保全公共下水道 

汚水管渠築造工事 

実績 １．０ha １．７ha ４．５ha

実績累計 １７４．４ha １７６．１ha １８０．６ha

進捗率 ７０．３％ ７１．０％ ７２．８％

予算額 
当年度 １１３百万円 １３６百万円 １５９百万円

累 積 １，６６３百万円 １，７９９百万円 １，９５８百万円

 

 （意 見） 

地域の生活環境の向上や自然環境の保全を図るため，事業認可区域内の一日も早

い整備完了を望みます。 

また，公共下水道への接続率を高めるため，ＰＲ活動を充実させるとともに，公共

下水道認可区域外に対する合併処理浄化槽設置の推進など，地域全体としての環境保

全に繋げていくことが必要です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（参考：２７年度の意見） 

地域の生活環境の向上や自然環境の保全を図るため，一日も早い公共下水道の整備

完了を望みます。 

また，公共下水道への接続率を高めるため，ＰＲ活動を充実させるとともに，公共

下水道認可区域外に対する合併処理浄化槽設置の推進など，地域全体としての環境保

全に繋げていくことが必要です。 
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３ 生涯学習センター整備事業 

 
（進捗状況） 

  地域のまちづくりの拠点として，人づくりとまちづくりを一体的に推進するため，

上河内地域自治センター・上河内生涯学習センターの一体的整備として，平成２８年

１０月の供用開始に向け，上河内地域自治センターの改修工事を行っています。 

 

＜執行状況＞ 

  平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度（予定） 

事業内容 

地元住民による上河内地区

拠点施設整備検討委員会か

ら提出された検討報告書も

参考にしながら，上河内民俗

資料館との合築による上河

内地域自治センター・上河内

生涯学習センター改修の実

施設計を実施 
 

上河内民俗資料館との合築

による上河内地域自治セン

ター・上河内生涯学習セン

ター改修工事 

・上河内地域自治センター

改修工事   

・新上河内地域自治センタ

ー供用開始（９月） 

・上河内生涯学習センター

解体工事   

予 算 額 
当年度 ２４百万円  ２５６百万円  ５３６百万円

累 計 ２４百万円 ２８０百万円  ８１６百万円

 

（意 見） 

上河内地域自治センターの平成２８年９月の供用開始に向け，地域の人づくりとま

ちづくりの拠点施設として機能が十分発揮できる施設となるよう望むとともに，駐車場

の整備・確保を含め，地域住民の利用しやすい施設となるよう早い時期の完成を望みま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（参考：平成２７年度の意見） 

 人づくりと地域のまちづくりの拠点として，上河内生涯学習センターと上河内地域

自治センターの一体的な整備事業として，平成２８年度中の供用開始に向け，今年度

着手する予定となっておりますが，駐車場の確保を含め，拠点施設として利用しやす

い施設となるよう早い時期の完成を望みます。 
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４ 農道整備事業 

 

（進捗状況） 

  地域住民の社会生活環境の改善を図るため，毎年度，一定額を予算化し，計画的に

農道舗装工事を行っています。 

 

＜執行状況＞ 

  平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度（予定） 

事業内容 農道舗装工事 農道舗装工事 農道舗装工事 

実 績 ６７８．３ｍ ６４７．５ｍ ５５０ｍ

実績累計 ９，２９９．４ｍ ９，９４６．９ｍ １０，４９６．９ｍ

予 算 額 
当年度 １５百万円 １３百万円 １３百万円

累 計 １６３百万円 １７６百万円 １８９百万円

 

（意 見） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考：平成２７年度の意見） 

上河内地域の主要な産業である農業の生産性をサポートするうえで大変重要であり，

これまで順調に整備が進められております。 

なお，整備に際しては，土地改良区のほか，地域農業者からの多様な意見なども踏

まえ，引き続き計画的な整備を望みます。 
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５ 地域交流館整備事業 

（進捗状況） 

  市民の交流拠点としての機能を維持するため，施設の維持修繕を行うとともに，利

用者へのサービス向上や運営の円滑化を図るため，指定管理者と連携しながら，各種

交流事業の支援を行うなど，地域資源を活かした事業の充実や交流人口の増加に努め

ています。 

＜執行状況＞ 

  平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度（予定） 

事業内容 

・指定管理者や地域団体等

が主体的に実施する各種

交流事業（ホタル観察会・

農作業体験等）を支援 

・施設の維持修繕（温泉用

深井戸水中ポンプその他

改修工事等） 

・施設の有効活用に向けた

検討（指定管理者との意見

交換など） 

・指定管理者や地域団体等

が主体的に実施する各種

交流事業（ホタル観察会・

農作業体験等）を支援 

・施設の維持修繕（塗装改

修工事等） 

・施設の有効活用に向けた

検討（指定管理者との意見

交換など） 

・指定管理者の実施する自主

事業や，地域団体が主体的に

実施する各種交流事業の支援

・施設の維持修繕（東西サウ

ナ改修工事等） 

・施設整備のあり方検討（施

設の長寿命化に向けた検討）

・自転車等を活用したイベン

トなど，施設や地域資源を活

用した誘客促進事業の推進 

予算額 
当年度 ２３百万円 １８．６百万円 １２．１百万円

累 計 １５０百万円 １６８．６百万円 １８０．７百万円

（意 見） 

上河内地域におけるにぎわいの創出や市民等の交流の拠点施設として，今後とも継

続運営していく必要があります。 

このため，市民や利用者の声が反映できるよう指定管理者との意見交換を行うほか，

「自転車の駅」を活用したイベントの開催など，地域資源を活かした多様な誘客促進

事業を推進し，交流事業の円滑化と交流人口の更なる増加を図る必要があります。 

また，施設の長寿命化に向けた維持修繕や利用者ニーズに対応した温泉施設の充実

（足湯の設置など）を望みます。 

 

 

 

 

（参考：平成２７年度の意見） 

上河内地域におけるにぎわいの創出や市民等の交流の拠点施設として，今後とも継

続運営していく必要があります。 

このため，市民や利用者の声を反映した交流事業の展開や，自転車等を活用したイ

ベントの開催など，施設や地域資源を活かした多様な誘客促進事業を推進し，交流人

口の更なる増加を図る必要があります。 

また，施設の長寿命化に向けた維持修繕や利用者ニーズに対応した温泉施設の充実

（足湯の設置など）を望みます。 


